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　　①　株式会社トリリオン

　　　・所在地　　品川区
　　　・主な事業　省エネエンジニアリングサービス
　　　・融資金額　３，０００万円
　　　・融資期間　約５年
　　　・資金使途　エネルギー使用量の計測器購入
　　　・取扱機関　株式会社新銀行東京
　　　・環境負荷低減のポイント
　　　･･･計測器を設置した温浴設備等のエネルギー使用量の削減が期待できる。

　　②　ベスパック株式会社

　　　・所在地　　品川区
　　　・主な事業　プラスチック製品の製造
　　　・融資金額　１億円
　　　・融資期間　約５年
　　　・資金使途　省資源化に資する輸液バッグ製造ラインの新設
　　　・取扱機関　株式会社日本政策投資銀行
　　　・環境負荷低減のポイント
　　　･･･製造過程における総物質投入量の削減が期待できる。

　　③　株式会社万世

　　　・所在地　　千代田区
　　　・主な事業　飲食店（レストラン等）
　　　・融資金額　２，８００万円
　　　・融資期間　５年
　　　・資金使途　厨房除害施設･排水処理施設の更新
　　　・取扱機関　株式会社八千代銀行
　　　・環境負荷低減のポイント
　　　･･･厨房排水の浄化により、水質汚染防止効果が期待できる。
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１． 東京都は、中小企業による省エネ設備等の導入を資金面から支援し、中小企業の環境配

慮型経営への取組の普及・促進を図るため、平成20年10月20日に「東京都中小企業環

境配慮取組支援融資」を創設しました。  

この融資制度は、中小企業の環境に配慮した経営を推し進めるものであり、広範な設備

投資がその対象となります。この融資制度を活用することで、金利面の優遇を受けられる

ほか、環境金融のノウハウを持つ株式会社日本政策投資銀行（ＤＢＪ）が行う環境評価等、

各種支援を受けることで、環境配慮型経営のレベルアップに加え、経営全般のマネジメン

ト水準の向上を図ることも可能です。 

 

２． 中核金融機関であるＤＢＪの第１号案件として、当該融資制度を活用した融資を受けた

のが、ベスパック株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役：宮沢竜央）です。 

ベスパック株式会社（以下、「同社」という）は、プラスチック容器、食品包装用フィ

ルム並びに医療用バッグの製造・販売会社です。多様化するパッケージニーズに対応すべ

く、独自の樹脂成形加工技術により、企画・生産・検査・物流までの一貫体制で高付加価

値製品を生産している点に特徴があります。特に、高度な安全性・衛生性が求められる生

産工程においては、クリーンルームを核とした徹底した品質管理体制が構築されています。 

 

３． こうした管理体制の下、「省資源と環境の調和」をキーワードとする同社の主たる環境

対策は、独自の加工技術等により更なる容器減量化を図り、省資源化を実現させることで

す。ＤＢＪは、同社が行う環境への取り組み体制及び今後の環境目標として「（原単位あ

たりの）総物質投入量削減」を掲げたことを評価しました。この結果、同社は最高水準で

ある「環境レベルA」の評価を取得しました。 

 

４． 今回の融資は、食品分野からの事業拡張を図った医療分野に特化した工場において、輸

液バッグ製造ラインの新設等を行う設備投資資金を対象に行われました。同社が取り組ん

できた原料樹脂の有効活用を推進することで、総物質投入量の削減に資する設備投資とな

ります。今回の融資は、同社の環境配慮型経営を推し進める効果をもたらします。 

【融資概要】 ベ ス パ ッ ク 株 式 会 社 
本 社 所 在 地 ：東京都品川区 
主 な 事 業 ：プラスチック製品の製造 
融 資 金 額 ：１億円 
資 金 使 途 ：省資源化に資する輸液バッグ製造ラインの新設 
融 資 期 間 ：約５年 
取 扱 機 関 ：株式会社日本政策投資銀行 
環境負荷低減のポイント ：製造過程における総物質投入量の削減が期待できる。 


